
































　図 2および 3は，それぞれ英国（Creed, 1971）およびイタリア中部（Scali and Creed, 1975）に
おける斑紋型遺伝子の分布を示したものである。遺伝子頻度には，地理的に隣接する地域での類似と
図 1　フタモンテントウの非黒化型と黒化型

























蔽色として働いているとは考えがたい（パターソン，2001）。Creed （1971）および Brakeﬁ eld and 
Lees （1987）は，大気汚染により日照量が低下した環境においては，熱吸収の効率が高い黒化型が
有利になると考えている。黒化型が非黒化型よりも熱吸収の効率が高いことは，タングステンランプ















　Scali and Creed （1975）は，イタリア中部における調査結果（図 3）から，黒化型の出現頻度は
採集地の標高が低くなるにしたがって増加することを見出した。このことから，彼らは黒化型の出現




















　紅型（succinea）：遺伝子記号 h。赤地に黒紋が1 1―2― 3― 3― 1の順に合計19個あるものを原則と
する（写真 4⑴  bおよび c）が，この黒紋は融合したり，消失することもある（写真 4⑴  a）。なお，
斑紋の位置と数は片翅のものを前方より示し，両翅にまたがるものをで示す。





















































































る。大澤（1992）の考えにしたがえば， 4および 5月の集団は，前年からの越冬個体から成り， 6お
よび 7月の集団は，越冬個体の子孫（第 1世代成虫）に越冬個体の生き残りが混在しているものと考









































































によって得られる。表10には，年 2化あるいは年 3化を仮定して，表 9に示した遺伝子頻度の変化を
生じるのに必要な突然変異率を求めた結果を示す。通常，外部形態に生じる可視的な突然変異の率は，
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となる（Frankham et al., 2002）。突然変異の場合と同様に考えれば，淘汰係数 sは
によって得られる。突然変異の場合と同様に年 2化あるいは年 3化を仮定して，表 9に示した紅型遺
伝子の年代変化を生じるのに必要な淘汰係数を推定した結果を表11に示す。自然選択による小進化の
例として最も有名なイギリスのガ（オオシモフリエダシャク）に見られた工業暗化においては，劣性
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